
�����������は, 開発途上国への国際協力を行う日本の政府
開発援助 (���) を一元的に行う実施機関である｡ 1954
年に日本の技術協力事業を行うことを主旨として開始さ

れ, その後海外への技術提供のみならず, 研修生の日本

受け入れや日系人への支援, 円借款による有償資金協力

や無償資金協力など多岐に渡る支援を展開している独立

行政法人である１)｡ 開発途上国への技術協力のひとつの

分野として, 保健・医療分野があり, その中に理学療法

士・作業療法士枠があり, 社会福祉枠に障害児・者支援

がある１)｡ 前回に引き続き, 有資格者は理学療法士枠で,

理学療法学専攻の学生は医療の国家資格を必要とされな

い障害児・者支援枠での派遣となった｡

また, 青年海外協力隊は長期ボランティアと短期ボラ

ンティアがあり, 活動期間により違いがあり, 私たちは

活動期間が１か月と短期であるため短期ボランティアで

の派遣であった１)｡ 活動時期は, 開講時期では単位習得

等の問題があるため, 前回と同様, 今回も夏休み期間を

利用しての活動となった｡ また, 前回は約３週間の活動

期間であったが, あまりにタイトスケジュールであった

ため, 今年は事前に����と話し合い, 活動期間を１週
間延長して約４週間の活動期間とした｡

活動機関の���は, 2012年より理学療法士の長期シ
ニアボランティアの派遣が行われており, 先代のシニア

ボランティアが���での障がい者スポーツ立ち上げを
行い, ほぼ同時期に長期シニアボランティアの人的支援

で2014年に第１次短期ボランティア (理学療法士２名,

学生８名) が派遣され２), 現在に繋がっており, 今回が

第３次短期ボランティア派遣となった｡�������������のホームページ上で, 全国公募の募集要請がアッ
プされ, 希望者は必要書類 (応募者調書, 応募用紙, 健

康診断書, 語学力申告等) を記載し, 郵送で各自応募し

た｡ 今回は３回目の派遣事業であり, これまで派遣され

た先輩の帰国後報告会等話しを聞く機会があり, 学生の

中からも参加に向けて日々地元での障がい者スポーツ活

動にボランティア参加したり, 語学を勉強したり, 応募

に向けて準備をしてきた｡ 一次審査 (主に書類選考),

二次審査 (主に面接) があり, 最終的に派遣の合否は５

―��―
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松田 史代１)

要旨 昨年に引き続き, 独立行政法人国際協力機構����短期ボランティア事業 ｢ペルー障がい者スポーツ

支援派遣事業｣ に当大学および他大学の理学療法学専攻の学生と参加し, ペルー共和国の首都リマにある日ペ

ルー友好・国立障害者リハビリテーションセンター (����で障がい者スポーツ普及支援活動を行う機会を得た｡
今回の派遣は, 理学療法士１名, 作業療法士１名, 理学療法学専攻の学生７名の計９名での派遣であった｡ 昨

年の継続課題である ｢ペルー共和国内の障がい者スポーツ普及支援活動｣ ｢���内での障がい者スポーツ強化｣
を目的に平成28年 8 月中旬より約１か月間活動を行った｡ 昨年と活動内容を見直し, 今年はこれまでに導入し

た障がい者スポーツの導入強化, 競技性向上, 習慣の定着を軸とし, 日々の���内で行われるスポーツ活動
時間に参加して支援を行った｡�����： 障がい者スポーツ, リハビリテーション, 理学療法, 国際交流, 国際協力

【報告】
鹿児島大学医学部保健学科紀要��(�)������, ����

１)鹿児島大学医学部保健学科臨床理学療法学講座
連絡先：松田 史代

〒890�8544 鹿児島市桜ヶ丘8�35�1�������：099�275�6801������������������������������������������



月上旬に決定した｡ その後, ６月上旬に����東京にて
短期ボランティア全体の派遣前研修会があり, セルフ・

ディフェンスや交通事情, 文化事情, 感染症対策等, 発

展途上国に派遣される上で必要な知識を学んだ｡ この派

遣前研修で, 今回のペルー障がい者スポーツ支援派遣事

業の派遣予定者全員とはじめて顔合わせを行い, 自己紹

介, ペルーでの担当の割り振り, 連絡網等の作成など派

遣に向けて具体的な予定および役割を決めた｡

特に, 今回は対象競技が４競技, 関与する疾患部門が

５部門と多岐に渡り, 各学生の割振りのバランスに苦渋

した｡ 参加学生は, ２～４年生の学生で習得知識にも差

があり, それぞれの得意分野を生かせるように話し合い,

皆で決定した｡���������
８月上旬に鹿児島大学桜ケ丘キャンパスで事前合同合

宿を行った｡ 一昨年, 昨年と活動��・��である鹿児
島大学の学生・卒業生, 国際医療福祉大学の教員３), 元

シニアボランティアの理学療法士２)も事前合同合宿に参

加して, ペルーでの活動の注意点や心得等の情報共有を

行った｡

今回は, 一昨年・昨年とペルー障がい者スポーツ指導

員養成講座で, 学生が講師役となりデモンストレーショ

ンや競技を説明する機会が計画上なかったため, 各担当

競技の競技力向上に繋がるポイントを重点的に説明する

ように準備した｡

合同合宿を行った利点として, 1：派遣前に一緒に動

きを確認できたこと, 共同で行ったことによりグループ

内に連帯感が芽生えた, 2：派遣前に模擬することによっ

て学生の意識向上, 自覚がみられた, 3：元短期青年海

外 協 力 隊 員 ����� �������� ����������� ����������
(����) も多数参加して, 縦と横の繋がりがより一層出
来た, 4：活動経験者の���事情を知っている人からの
事前アドバイスは, 派遣前にイメージを描きやすく, ペ

ルーの国民性や注意点等参考になった, が挙げられた｡�������
各競技内容は, 活動中の長期シニアボランティが事前

に���内のスポーツ委員会で意見を聞き, パラリンピッ
ク競技を見据えた国際大会のある競技 ｢ボッチャ｣ ｢車

椅子バスケットボール｣ ｢(車椅子) 卓球｣ ｢シッティン

グバレー｣ に決まった｡

｢ボッチャ｣ は小児発達部門と脳損傷部門, ｢車椅子バ

スケットボール｣ は脊髄損傷部門, ｢(車椅子) 卓球｣ と

｢シッティングバレー｣ は切断部門になり, 知的学習障

害部門からはパラリンピック競技ではないが, 日々の

｢ポートボール｣ ｢集団活動練習｣ にも協力を仰がれ, 活

動することとなった｡

先述したが, 今年は一昨年・昨年と異なり指導者養成

講習会で, 学生が競技紹介やデモンストレーションを行

う機会は計画されておらず, 企画書等作成する必要性は

なかった｡ しかし, 日々の練習に携わる中で何かしら役

に立てればと思い, ｢ボッチャ｣ では, 1：投球の基本姿

勢, 2：投球の種類・投球方法, 3：戦略, 4：勾配具

(ランプ) の使用方法, 5：練習方法, を, ｢車椅子バス

ケットボール｣ では, 1：基本的動作 (ドリブル・ラン

ニング・ストップ・ボールを拾う・パス・シュート・シュー

トブロック・ターン), 2：怪我の予防, について, ｢(車

椅子) 卓球｣ では, 1：車椅子卓球とは, 2：フォア打ち,

3：バック打ち, 4：上回転サーブ, 5：下回転サーブ, 6：

横回転サーブ, 7：カット, 8：ドライブ, 9：スマッシュ

について, ｢シッティングバレー｣ では, 1基本姿勢, 2：

基本動作, 3：移動方法, 4：サーブ・レシーブ・パス・

アタック, についての説明書的なテキストを作成した

(図１)｡

また, 学生とは別に国際パラリンピック委員会による

パラリンピック障害区分についての各競技のスライド作

成について依頼があったため, 上記４競技の1：各競技

の簡単な説明 (ルールや競技性, コート等), 2：出場可

能な障害一覧, 3：障害区分一覧, 4：各障害区分の説明

(評価するポイント・出来る動作・出来ない動作), 5：

障害区分 見分けチャートを作成した (図２)｡

それぞれのスライドは, ����と契約した翻訳専門家
によりスペイン語に翻訳され, 活動中にスムーズにコミュ

ニケーションが取れる体制を整えた｡�������������
今年は, 長期ボランティアとしてスペイン語圏で活動

経験のある作業療法士も同行したため, 事前に活動で必

要と想定される単語をまとめた独自のスペイン語帳を作

成した｡ 通常の語学ブックでは, 日常会話等の場面しか

なく, 障がい者スポーツに特記した動作や名称について

は稀薄であったために, これまでの活動経験を生かして

独自の ｢�����������������������(スペイン語で話
そう)｣ の作成に至った｡������
2015年 8月16日 (火) ～ 9月16日 (金) の日程でペルー

共和国首都リマにある日ペルー友好・国立障害者リハビ

リテーションセンター (����, ������������������大学,
ペルー����事務所, を訪問した｡ 昨年は, 障がい者ス
ポーツ指導員養成講習会をペルー国立競技場で行ったが,

今年は���の中庭に屋根付きのピロティ, 講習会等開
催できる講堂が完成したため, ���内で実施した｡

―��―



―��―

����������������������������
企画書は, 競技ごとに日本語で作成し, 各教員のチェックを受けその後翻訳専門家によりスペイン語へと翻訳し
ていただいた｡ 日本語表記のみのスライド, スペイン語表記のみのスライドの２種類の企画が出来た, 活動後も���内で競技の指導要綱として活用できるように競技の説明やルール, 練習内容, 試合内容, 注意点等を記載した｡
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先方の要望により国際パラリンピック委員会によるパラリンピック障害区分 ｢ボッチャ｣ ｢車椅子バスケットボー
ル｣ ｢(車椅子) 卓球｣ ｢シッティングバレー｣ についてのスライドを作成し, 各部門でミニ講習会を開催した｡
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理学療法士有資格者枠で１名 (鹿児島大学医学部保健

学科理学療法学内教員), 障害児・者支援枠で鹿児島大

学医学部保健学科理学療法学専攻３年生２名, ２年生１

名, 国際医療福祉大学大川キャンパス理学療法学専攻４

年生１名, ３年生３名, スペイン語圏長期ボランティア

経験者の作業療法士 (今回有資格者枠は理学療法士枠の

みであったため障害児・者支援員枠での参加になった)

１名の計９名で構成された｡������
成田発でアトランタ経由, ペルーの首都リマへのフラ

イト予定であったが, 経由地アトランタで乗り継ぎ時間

内に乗り継げなく, 想定外の１泊することとなった｡ そ

のため, 予定されていたオリエンテーション等の時間が

短縮され, 深夜にリマに到着し, 翌日午前中には����
事務所での簡単な着任式・オリエンテーションを行い,

昼には活動施設である���で昼食会を兼ねた歓迎会を
開催していただいた｡ 翌２日目からは実際の活動となり,

時差ボケ等する余裕もなく, すぐ活動となった｡

今回は, 長期シニアボランティアの要請により, 学生

を２グループに分け活動時間帯を８時～14時, 12時～17

時とした｡ 金曜日は, ������������������大学への大学訪
問, ���での日本文化紹介, を行い, 月～木まで各部門
の障がい者スポーツの活動時間に参加し, 土曜日は小児

発達部門�脊髄損傷部門・知的学習障害部門の活動に参
加した｡

活動第４週は, 月・火は通常の活動内容を行い, 水・

木でペルー障がい者スポーツ指導員養成講習会の開催

(図３), 金はスポーツイベントへの参加・支援を行った｡

最終週は, ����ペルー事務所にて報告書作成・提出や,

活動報告会を行い日本への帰路へと着いた｡ 帰国後翌日,����東京本部にて活動報告会を実施し, 今回の全派遣
事業すべてを完了することとなった｡������������
今年は, 一昨年・昨年と大きく活動形態を見直し, 講

習会へ向けた活動支援よりも日々の���内で実施して
いる活動支援, しっかりと日常での練習レベルで基礎を

あげる手助けをすることを重点的に行った｡ それは, こ

の過去２年間で ｢ボッチャ｣ ｢グランドゴルフ｣ ｢フライ

ングディスク｣ ｢風船バレー｣ ｢卓球バレー｣ ｢アンプティ

サッカー｣ ｢車椅子バスケットボール｣ ｢卓球｣ ｢ポート

ボール｣ ｢(大) 縄跳び｣ ｢小児レクリエーション (ボー

リング・輪投げ・風船バレー)｣ の計11種目を既に紹介

しており, 新規の競技を紹介・導入するよりも, これま

でに紹介した競技や実際に���で行われている競技の
定着・普及・強化を行うほうが有意義であると, 長期シ

ニアボランティアとの意見が一致したためである｡

また, より密に活動支援できるように先述したように

学生を２グループに分け, より多くの部門へ参加できる

ような体制とした｡

しかし, 参加学生にとっては, これまで参加した先輩

等の話しを参考に活動をイメージしており, やや困惑す

る場面もあった｡������������
一番の大きな問題点としては, 各部門の障がい者スポー

ツ活動時間に参加したが, ただ日々の練習に参加する形

になり, 受動的な関わり感が強かったことがあげられる｡

昨年は講習会開催という明確な目標提示があったが, 今

年は目標設定が個々で異なりグループとしての明確な目

―��―�������������������������
今年は, ボッチャのワークショップを担当し, ���の脳損傷部門のスタッフと共にボッチャの障害区分, 投球方
法, 戦略, 競技と参加に参加してもらい開催した｡



標が見えづらいところにあった｡ また, グループを2つ

に分け参加したことにより, 生活時間帯が異なり全体把

握が難しかったため, 各自の問題提起等に対して共有で

きなかった｡

また, 活動の役割が昨年と若干異なったため, 事前に

参加学生には ｢今年は講習会では講師的な役割はなく,

日々の練習でしっかりと参加｣ と伝えてはいたが, ｢ス

ライドを事前に作成した｣ ｢事前合宿で講習会っぽい練

習をした｣ …等で, 期待 (勘違い) のイメージを持たせ

てしまい, そのことが結果としてマイナスへ働いてしまっ

た｡ 例年の流れで作成したスライドであったが, 使用目

的が日々の練習の手助け…と明確ではなかったために,

返って学生に混乱を招く結果となってしまった｡ 活動要

請に沿った事前準備をどこまで行うか判断が難しく, 備

えあれば憂いなしと昨年のイメージを引き継いだ状態で

行ったために, かえって活動メンバーに混乱を招いてし

まい, 事前準備の難しさを実感した｡

また, 事前に準備してきたことと活動の中での関わり

がリンクしない (シッティングバレーや車椅子卓球が���内では派遣中行われていなかった), 講習会ではほ
ぼ聴講生状態であったため何のためにペルーまで来たの

か存在意義の消失, 集団での障がい者スポーツ以外での

活動時間の皆無 (個別リハビリや集団リハビリ等日々の

医療に近い場面を見学等する機会がなかった), グルー

プを二つに分ける必要性はあったのか, 等の意見が, 反

省会時に学生からも挙がり, 自分たちの活動イメージと

現実の差異をどのように活動中埋め合わせていくかの作

業が今回の活動ではできなかったことが悔やまれる｡��������
まず今回は反省の多い活動ではあった｡ しかしその中

で, 日頃は, ���内の担当理学療法士が, 数名～十数名
の患者さんをまとめなければならず, ｢障がいレベル

(身体機能および知的・精神面)｣ を, フォローするのは

難しいときもある｡ また, 練習試合等が行えなかったり

する中で, 今回, ５～９名の派遣隊員で日々の練習に参

加し, マンツーマンもしくは障がいレベル毎にグループ

を組んで日々の練習を行えたことや, 試合形式の練習を

行えたことはとても有意義であった｡

また, 今回の活動では, 当初の予定されていた競技す

べてを行えたわけではなかったが, ｢車椅子バスケ｣ ｢ボッ

チャ｣ は日々の練習の中で, 基本的な動き・注意点等,���側と日本側が両方再確認する機会が出来た (練習時

間の中15～20分でミニ講習会を数回開催した)｡ 日々の

練習の中で見直す機会はあまりないので, 良いきっかけ・

良い意識付けになったのではないだろうか｡

しかし, 脊髄損傷部門は ｢車椅子バスケ｣ しか導入さ

れておらずに, ｢女性｣ ｢頸髄損傷患者｣ ｢中・高齢者｣

は取り残された状態であることや, ���内で障がい者ス
ポーツを行っている理学療法士から, 今回多く聞かれた

｢声｣ として, 1：患者さんの障がい者スポーツ導入する

時期の見極め, 2：患者さんの障害レベルの評価, 3：障

がいレベルに応じたスポーツの選択, の基準がなく, ど

うしたら良いか分からないこと, ���内での障がい者ス
ポーツの定着は行われつつあるが, 保健省管轄ではまだ

まだ行われていないことなどが挙げられる｡

そのため, 1：障がい者スポーツの選択肢拡大, 2：障

がい者スポーツ導入の基準化, 3：���内でのリーダー
育成, 4：���外への障がい者スポーツ啓蒙普及活動,
が重要になってくるのではないだろうか｡

実際に日本でも医療機関で障がい者スポーツを導入し

ている施設は少なく, 障がい者スポーツの導入・普及・

発展には, いまだ試行錯誤である｡ そのため, ｢医療｣

｢スポーツ｣ ｢国際交流｣ ｢国際協力｣ のそれぞれの軸を

生かして, 今後日本・ペルー両国がお互いに成長し発展

できれば, と願う｡�������
今回, 昨年に引き続き JICA 短期ボランティア事業

｢ペルー障がい者スポーツ支援派遣事業｣ に理学療法学

専攻の学生とともに参加させて頂く機会を得た｡ 今年の

活動は, 昨年の講習会でのデモンストレーション等を示

す役割から, 日々の練習に重点的に参加することで, しっ

かりと日常での練習レベルで基礎をあげる手助けをする

こと, と目的をしたが, 実際の活動では問題点も多く,

課題の残る活動になった｡ しかし, 日々の練習に参加で

き ｢スポーツの楽しさ・素晴らしさ｣ を改めて実感出来

たこと, INR の医療スタッフ, インターン学生, 大学

生とお互いの文化・教育背景等の交流が図れたこと, お

互いが学びあえる良い機会となった｡��
このような貴重な機会を与えてくださった独立行政法

人国際協力機構の皆さま, 派遣期間中の安全面に考慮し

手厚い現地活動支援をいただきました JICA ペルー事務

所の皆さま, 今回の派遣事業を立案された九州医療セン

ター 広田美江先生, 今回の派遣に支援・ご指導してい

ただいた国際医療福祉大学 下田武良先生, 私たちを受

け入れてくださった INR のスタッフの皆さま, ペルー

で出会ったすべての皆さま, そして現地での活動に多大

なご支援をいただきましたスペイン語通訳の戸枝滝登さ

ま, 派遣事業に送り出してくださりました理学療法学専

攻の先生方に心から感謝を申し上げます｡

―��―
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